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海
に
な
っ
た
父

小
学
丘
年
生
の
夏
の
と
き
か
ら
で
す
。
海

が
嫌
い
に
な
っ
た
の
は
。
そ
し
て
、
太
陽
と

い
っ
し
ょ
に
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ
る
夏
の
海
も
、

沈
黙
の
ま
ま
で
励
ま
し
て
く
れ
る
冬
の
海
も

い
や
に
ば
か
で
か
く
、
恐
ろ
し
く
思
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
。
あ
の
目
、
父
が
海
に

の
み
こ
ま
れ
た
日
、
夏
だ
と
い
う
の
に
体
が

妙
に
震
、
ぇ
寒
気
を
感
じ
た
の
を
山
見
え
て
い
ま

す
。
大
騒
き
し
て
い
る
家
を
飛
び
出
し
、
姉

と
二
人
で
海
を
に
ら
み
つ
け
て
泣
い
た
の
を

覚
、
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
六
年
た
っ
た
今
、
あ
れ
ほ
ど
海

を
憎
ん
で
い
た
私
も
、
海
の
お
か
げ
で
ず
い

分
成
長
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
悲
し
み
も
、
さ

み
し
さ
も
、
み
じ
め
さ
も
十
分
に
教
え
ら
れ
、

貧
乏
人
ゆ
え
に
「
負
け
て
な
る
も
の
か
」
と

よだ
A
Q

一
A英＝恒E

同( 1 ) 

前
回
、
漁
業
従
事
者
の
労
働
の
安
全
確
保

こ
そ

「福
祉
の
原
点
」
だ
と
申
し
ま
し
た
。

で
は
、
漁
業
に
お
け
る
労
働
の
安
全
対
策

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

）
4

こ
れ
を
み
る
た
め
、
ま
ず
事
故

川
立

の
現
状
を
し
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

を
－

安
全
確
保
策
の
反
省
に
し
た
い
と

立
一

思
い
ま
と
め
た
の
が
、
さ
き
に
本

確
一

会
か
ら
関
係
方
面
に
配
布
し
ま
し

ゅ
一

た

「
漁
船
海
難

・
労
災
事
故
を
な

金
万
』

く
そ
う

i
事
故
の
統
計
的
実
証
と

』
N
～

問
題
点
｜
」
と
題
し
た
小
冊
子
で

制
『

あ
り
ま
す
。
産
業
災
害
防
止
に
対

事
一

す
る
産
業
の
取
組
み
、
ま
た
行
政

－

指
導
、
あ
る
い
は

一
般
国
民
の
関

心
は
、
残
念
で
す
が
西
欧
近
代
諸
国
に
比
べ
、

我
が
国
の
そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
お
く
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
漁
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
小
冊
子
が
実
証
し
て
い
る
と
お
り
、

島
根
県
松
江
北
高
校

一年

塩

野

公

子

い
う
意
地
の
よ
う
な
も
の
で
さ
さ
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
父
を
奪
い
去
っ

た
海
を
土
台
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
海

に
学
ん
で
ゆ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
「
お
父
さ

ん
が
お
ら
れ
な
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
言
わ
せ
な
い
た
め
に

も
、
妥
協
し
た
り
あ
き
ら
め
た
り
し
な
い
で

最
後
ま
で
や
り
賞
、
」
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
の
い
ち
ば
ん
大
切
な
入
、
母

が
心
か
ら
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
時
を
早
く
迎

、
ぇ
、
父
の
思
い
出
話
を
家
族
で
笑
い
な
が
ら

語
り
あ
、
え
た
ら
、
と
思
い
ま
す
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現
状
の
行
政
指
導
に
お
い
て
も
、
実
際
に
事

故
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
漁
業
の
側

に
も
、
多
く
の
問
題
点
が
目
に
つ
き
ま
す
。

漁
業
に
お
け
る
事
故
に
は
、
漁
船
の
海
難
に

伴
う
も
の
と
、
海
中
転
落
や
作
業
中
の
負
傷

等
、
労
働
災
害
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
れ
ら
事
故
を
防
止
す
る
国
の
指
導
は
、

船
員
法
、
労
働
基
準
法
を
基
本
法
と
し
た
施

策
、
ま
た
船
舶
の
安
全
を
図
る
船
舶
安
全
法

に
基
づ
く
焔
策
等
、
人
（
経
営
者
、
乗
組
員
）

と
物
（
船
舶
、
装
備
、
航
行
）
の
両
側
か
ら

安
全
を
確
保
す
る
安
全
規
定
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
前
者
の
船
員
法
、
労
働
基
準
法
は

雇
用
乗
組
員
の
労
働
の
保
護
を
規
定
し
た
も

の
で
、
漁
業
で
従
事
者
が
圧
倒
的
に
多
く
を

占
め
る
沿
岸
の
自
営
就
業
者
の
安
全
は
、
ま

さ
に
自
己
の
責
任
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
現

状
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
営
就
業
者
の
安

全
を
指
導
す
る
官
庁
も
な
い
に
等
し
い
現
状

言葉義憲議事

易委
総問
機一
川

静
岡
県
焼
津
市
和
田
中
学
校

二

年

増

井

孝

弘

僕
の
父
は
十
三
年
前
、
ア
グ
リ
ガ
ン
沖
で

台
風
の
た
め
遭
難
し
た
第
八
回
生
丸
の
機
関

長
で
し
た
。

当
時
、
僕
は
生
ま
れ
て
九
ヶ
月
だ
っ
た
の

で
、
何
も
知
ら
ず
、
物
心
つ
い
た
頃
、
母
か

ら
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

（選
手
宣
誓
す
る
増
井
君
）

で
す
。

一
方
、
漁
業
の
側
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

や
は
り
沿
岸
自
営
就
業
者
に
関
す
る
防
止
の

実
態
は
十
分
と
い
、
え
ま
せ
ん
。
水
産
業
協
同

組
合
法
に
は
、
漁
協
の
事
業
内
容
と
し
て
組

合
員
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、
遭
難
防
止
等

の
事
業
を
例
挙
し
て
お
り
ま
す
が
、
単
な
る

精
神
規
定
的
な
存
在
に
な
り
そ
う
で
あ
り
、

前
向
き
の
防
止
策
ま
で
に
具
体
的
な
進
展
が

み
ら
れ
て
い
な
い
と
、
私
に
は
思
え
ま
す
。

大
型
船
に
お
い
て
も
、
十
分
で
な
い
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
沿
岸
漁
業
に
つ
い

て
特
に
問
題
を
指
摘
せ
さ
る
を
え
な
か

っ
た

理
由
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
収
状
と
事
故
の

実
態
が
あ
る
か
ら
で
す
。
漁
協
系
統
を
中
心

と
し
た
秩
序
あ
る
防
止
運
動
が
、
海
難
遺
児

を
励
ま
す
運
動
の
終
局
目
標
と
し
て
、

一
日

も
早
く
具
体
化
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
事
務
局
次
長
手
島
弘
平
）

僕
は
、
こ
の
春
中
学
二
年
生
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
成
長
で
き
ま
し
た
の
も
、
海

難
遺
児
育
英
会
や
、
漁
業
関
係
者
な
ど
皆
様

の
励
ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

た
び
た
び

「育
英
会
だ
よ
り
」
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど
勇

気
づ
け
ら
れ
、
海
に
向
か

っ
て
大
声
で
折
一
一
い

ま
し
た
。
『
お
父
さ
ん
、
僕
は
と
ん
な
事
が

あ
っ
て
も
く
じ
け
ま
せ
ん
、
立
派
な
人
に
な

り
ま
す
。』
止
め
ど
な
く
出
る
涙
で
、
僕
の
体

は
ひ
き
し
ま
り
、
海
は
僕
の
言
葉
を
聞
い
て

く
れ
た
か
の
よ
う
に
静
か
に
波
の
く
り
返
し

を
し
て
い
ま
し
た
。

早
く
立
派
な
人
に
な
っ
て
皆
様
の
万
分
の

一
で
も
恩
返
し
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
は
亡
き
父
に
負
け
ま
い
と
サ
ッ
カ
ー
部

に
入
り
、
運
動
に
勉
強
に
、
は
げ
ん
で
い
ま

す
。
家
庭
で
は
、
細
々
な
が
ら
も
笑
い
声
が

た
え
な
い
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

ど
う
ぞ
全
国
の
海
難
遺
児

の
私
達
を
お
導
び
き
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。（四

一
O

焼
津
市
田
尻

一t
四
三
五
）

私

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

運
動
の
本
質

「
漁
船
海
難
遺
児
に
愛
の
手
を
」
を
合
言

葉
に
全
国
漁
協
系
統
機
関
が
中
心
に
な
っ
て

純
粋
な
協
同
組
合
運
動
と
し
て
相
互
扶
助
の

精
神
を
基
調
に
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
運

動
が
昭
和
四
十
四
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
第

一
期
募
金
運
動

（昭
和
四
十
四
年
1
昭
和
四

十
六
年
）
更
ら
に
は
第
二
期
募
金
運
動
（
昭

和
四
十
九
年
i
昭
和
五
十

一
年
）
を
通
じ
て

造
成
さ
れ
た
基
本
財
産
を
も
っ
て
事
業
運
営

を
す
べ
く
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
奨
学
金
給

付
事
業
が
開
始
さ
れ
て
以
来
早
い
も
の
で
八

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
募
金
運
動
は
、
各
県
に
設
置
さ
れ
た

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
を
主

軸
に
全
国
津
々
浦
々
で
系
統
機
関
の
総
力
を

の

父

とはん父くそくが父寝山え にいこい
思、てがてれとよのたにき私捨まと人昭
う元思大、に、か体り行れはてすはと和
の気わ好強、ひつはしつな、て 。 、な凹

でになきそ父げた、またいおしあ今つ十
す太いでうのが。もしりは父まんでて九
。平のす な背さ父のた、どさいなもし年
洋で。の中わのす 。ill あんた悲私ま四
のすだでつつ顔 ごいにり子いしのい月
中 。かすててがくっ行ま。 。い心ま ー
で今ら 。も〈私暖しっす父 思にし日
頑で父私のすのかよた。の い奥た
張もがはすぐ頬くにりよ思 出深 。父
つ、死、ごた に、 寝、〈い 、くあは

て私んそくかく気た 二二 出 ど残の帰
いのだん大つつ持と人人は こ っ時ら
る父ななきたっちきでで数 かてのな

頑 は人父
張 私 「 、のは父
つは お私こ、は
て、父のとい
、母さ目をつ世

幸とん標考も界
せ兄、のえ自中
なと私人て分で
家 三 、でいを ー
庭人頑すた犠番
をで張。の牲ス
築、り ていにテ

き父ま すしキ
まのす 。てな
す分」。 私ま人
。ま のでてい

で 父もす

躍そ海希関 し充肝大努こ今 では成面お供多中たまい ためき結民巡がて襟挙
しの難求係厳ま 実要 ｜浪力と日本あな長か父 達くの本しは制もる ま果に回 ー もがげ
て全遣さ者しすにでの即な、命I] りくしら さがの遺県〈貸度のうし 何もす丸 割 達 て
く知児れ ー い 。もあ努 ちがそ度ま関て受ん本対児関成与発とえたと周る と当成

れ全たる休 二 つり力 、らののし係ほけ達育象は係長を足考にこか知 ーな目さ強
る 能ち 今と O な、と海、実 ー よ者し止の英児五遣し受以えおと他し方つ標れ力

こをも、な O がひ方難し現層うがいめ励制童十児、け来まいは県な、てをたに
と出 ま 激 つ カ るい途のかのめ 。等とてま度 ・二 は実な、すて、並が連、完訳展

をした動てイ こてを未した充 し忠、しの生名、社が奨 。、今みら 動広遂で開

祈切 、す海リ とは講然、め笑 くう胸の趣徒と九会ら学 大後に協趣報すすき

るつ職るを時 に、ず防遣のが 念のを声旨を全十へ、金 きの目カ旨宣るがれ
次て場社ひ代 なこる止児努叫 願は張とを抱国名巣カの な系標をを伝た
第、に会らを ろれこにを力ば す、っし海えで、立強給 成統額お 一車め本ほ

で大、にく迎 うがとつ生はれ る私ててに、も現 つく与 果運が願般で関県ぽ
すき勉あ英え と制がいま当て と 一 大、消こ比在て、、 が動達い地各係に所

0 ＜学つ知漁 思度最てな然い こ人き真えの較就いたあ あを成し域浜田お期

飛にてが業 料のも最いのる ろでく正た子的 学つくる つ進でた住を体い目

（宮
崎
県
）
日
南
商
業
高
校

年

門

川

千

賀

子

今
の
私
の
ほ
ん
と
う
の
気
持
ち
、
そ
れ
は

父
に
会
い
た
い
。
こ
の
頃
、
つ
く
づ
く
思
い

ま
す
。
父
に
会
い
た
い
、
父
と
話
し
た
い
、

で
も
、
で
き
な
い
、
で
き
な
い
ん
だ
、
そ
う

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
と
、

一棋
が
ポ
ッ

リ
と

私
の
目
か
ら
：

ヘ
八
八
九
｜
＝
二

宮
崎
県
日
南
市
大
字
J

f

下
方
三
六
ココ
ニ
l
二

＼

島
根
県
漁
連
企
画
指
導
課
長

岸

宏

本
年
度
第
一
回
願
書
締
切
り
は
五
月
十

五
日
で
す
。
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・, .. , 品比 :i8 日l 149 20 169 2 '/ 

秋 Ill 2 6 8 1 9 

111 If~ 28 26 54 19 73 
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二火 』，＆ 11 24 35 7 42 

千 ・!¥'!) 38 l6 54 6 60 

)l[ ，ー－目E、 6 5 II 11 

事fl ;,'i 川 6 12 18 8 26 

奇Ii ｛幻 25 37 62 7 69 

(,{ ill l4 12 26 32 

11 Ill 20 ！？ 37 8 45 

も＇，＼ JI 4 6 10 3 13 

自F l,i司 16 28 44 16 60 

愛 生日 12 15 27 5 32 
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Ill II ll 22 II 33 

lf 12 16 28 13 41 1 

愛 h亙 18 18 36 II 47 

知l 32 31 63 II 74 1 

20 22 42 2 44 

福岡県有明海

i本'Ciり，L止；iht 10 9 19 19 

佐賀県有明海

山；I 116 105 221 34 355 5 1 6 

’JJ' 10 16 26 3 29 I 

i魚 .,fs: 7 5 12 4 16 

ト1 111,'.j 18 22 40 4 44 4 4 

鹿児 1:,¥ 30 23 53 17 70 5 5 

i中 t地i 2 2 2 
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( 2) 

前
々
育
英
事
業
の
た
め
格
段
の
御
協
力
有

難
う
こ
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
新
年
度
を
迎

え
、
育
英
会
も
第
九
年
度
事
業
に
入
り
ま
す
。

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
御
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

進
級
・
進
学
及
び
高
校
卒
業
者
の
奨
学
金

借
用
証
書
等
、
年
度
切
替
え
に
伴
う
諸
手
続

き
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
事
項
に
つ

い
て
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

付
昭
和
五
十
三
年
度
奨
学
生
出
願
及
び
新

規
高
等
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
奨
学
金
の

返
還
手
続
き
等
に
関
す
る
指
導
方
針
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

。
学
資
給
与
、
奨
学
金
貸
与
奨
学
生
の

出
願
等
は
、
昭
和
問
十
九
年
十
月
二
十
九

日
付
け
山
九
漁
英
発
第
川
五
号
及
び
昭
和

4
十

一
年
・
一月
十
h
H
付
け
漁
英
約
れ
九

号
の
依
頼
書
添
付
の
「
窓
川
指
導
メ
モ
」
。

。
奨
学
金
の
返
還
等
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
二
年
七
月
七
日
付
け
ド
ハ

4

一
泊
英
第

一
ム
号
「
奨
学
全
貸
与
将
入
学
生
の
o
d
r
業
等

よTゴ
A
Q
E
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三 都道府県別奨学生数 三

号8 第

による奨学金の返還等に関する指導

方依頼について」

に準拠します。

口昭和五十一一年度高等学校卒業等に

よる貸与終了者に対する、奨学金借

用証書等返還関係書類は、本年六月

三十日までに本会へ必着するようお

願いします。

け昭和五十二年度中学・高等学校卒

業者の進路報告は、できる限り早く

提出するよう、また、中学卒業者で

高校に進学した奨学生に対する本会

奨学金貸与希望の奨励方よろしくお

願いします。

刷本年度奨学生願書締切りは五月十

五日です。

川一九十二年度に中学校へ進学した奨

学生につきましては、入学した学校

の在学証明だけ提出するよう、お願

いします。

一
さ五 小
い 月学
。十

五 校
日ーー

1年
に生
願の
？皆
出 さ

ミん
下

IL 

…
『募
金
・
寄
附
金
』
お
礼

…

昭
和
五
十
二一
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
に
、

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
漁
協
系
統
募
金
及

び

一
般
寄
附
金

（関
係
官
庁
・
漁
業
関
係
団

体
役
職
員
か
ら
の
年
末
募
金
含
む
。）

は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
こ
こ
に
、
御
芳
名
を
掲
げ

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

O
漁
協
系
統
募
全

一
1
コ一
月
計

二
瓦
、
九
七
四
、
O
三
O
円

昭
和
五
十
二
年
度
合
計

四
O
、
一二
－
一
八
、
九
O
六
円

0 

1般
三 寄
月｜；日
計守，：

三
七、

二
四

一
、
六
七
二
円

昭
和
五
十
二
年
度
合
計

七
八
、

二
O
六、

＝
二

七
円

O
昭
和
五
十
二
年
度
総
計

一
億

一
八
、
五
三
五、

二
二
三
円

※
御
芳
名
（
敬
称
川
町
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（系
統
扱
い

て
般
寄

附
金
を
含
む
。）

〔
一
月
〕

マ
和
歌
山
県
信
連

（以
下
県
連
又

は
地
方
協
議
会
略
）
マ
岩
手
県

（
釜
石
市

介
沢
ミ
サ
子
）
マ
福
島
県
（
福
島
県
及
び

佐
藤
修
士

・
子
息
香
典
返
し

・
株
式
会
社

佐
藤
仲
商
店
社
長
）

〔
二
月
〕

マ
北
海
道
（
北
海
道
漁
連
元
専
務

理
事
旧
面
剛
氏
香
典
返
し
）
マ
静
岡
県
（
焼

津
水
産
経
済
同
友
会
）
マ
静
岡
県

〔
三
月
〕

マ
三
重
県
マ
和
歌
山
県
マ
京
都
府

マ
青
森
県
マ
宮
城
県
マ
高
知
県
マ
石
川
県

マ
徳
島
県
マ
福
岡
県
マ
山
口
県
マ
千
葉
県

マ
宮
崎
県
マ
長
崎
県
マ
富
山
県
マ
大
分
県

マ
鹿
児
島
県
マ
広
島
県
マ
熊
本
県
マ
秋
田

県
マ
新
潟
県
マ
広
島
県
マ
北
海
道
マ
長
崎

県二
、
一
般
寄
附

〔
一
月
〕

マ
全
漁
連
役
員

・
同
国
際
対
策
室

．
同
経
理
第
一
部

・
第
一一
部

・
総
務
部
・

同
宮
古
冷
凍
工
場
マ
日
本
鰹
鮪
漁
業
協
同

るれた A. f ヨ - 以 二
準たい rーモf l.:IJ.J OJ一一一一一一＇＼ 昨年上
備皆こ ！ - Fー ー’ i五度表
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まはこ 一 新に
す、の 連れ局さ連おぎもは願 で採内採月規か
の入山特絡るやい絡話たし、書 Ii.す用訳用十採か
で学月にし方銀 。すし場、五受十 。者けと五用げ

早祝小おては行やるに合若月付 三 をでな臼者ま
め金学願下、送むよなに干十け年 含、つま欄し

にを校いき本金をうりはの五の度 め左たではた
。おへしい会をえ頼、、期日締の た欄七に、昭

送入て。へ希ずん本漁日で切第 一は 三 出十和
り 学お 直望郵で会協をす り 一 覧今名願 一 五
すきさ 接き便下へにす 。日回 表固めし月卜

組
合
連
合
会
マ
農
林
中
央
金
庫
マ
大
島
み

ぎ
わ
マ

（
社
）
全
国
漁
業
無
線
協
会
マ
北
海

道
水
研
余
市
分
室
北
光
丸
マ
全
漁
連
気
仙
沼

冷
凍
工
場
マ
盟
問
幸
雄
（
静
岡
県
湖
西
市
）

マ
水
産
庁
研
究
課
マ
南
西
海
区
水
研
高
知

庁
舎
マ
海
洋
水
産
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
マ
水

産
庁
福
岡
漁
業
調
整
事
務
所
白
鴎
丸
マ

三

井
信
託
銀
行
募
金
箱
マ
全
漁
連
指
持
率
業

会
計
部
マ
水
産
庁
白
萩
丸
マ
吉
岡
孝
則

（全

日
海
径
由
）
マ
大
内
海
運
銀
嶺
丸
乗
組
員

〔
二
月
〕

マ
日
本
水
産
株
式
会
社
役
職
員

・

同
福
井
保
マ
村
上
弘

（西
俊
市
玉
津
漁
協

御
見
舞
返
し
）
マ
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
マ
日
本
海
区
水
研
マ
東
海

区
水
研
マ
横
浜
市
民
と
港
を
結
ぶ
会
（
全

日
海
京
浜
地
方
支
部
径
由
）
マ
水
産
庁
長

官
室
募
金
箱
マ
水
産
庁
企
画
課
募
金
箱
マ

平
間

一
男

（東
京
都
大
出
区
）
マ
全
漁
連

大
阪
支
所
マ
全
国
大
型
い
か
つ
り
漁
業
協

会
マ
日
新
汽
船
第
二
十
条
丸
乗
組
員
・
同

在
陸
組
ム
日
口
県
（
全
日
海
径
由
）
マ
全
国
水

産
物
小
売
団
体
連
合
会
径
由

（福
岡
県
鮮

魚
商
組
合
連
合
会
会
長
吉
田
泰
一二

・
岐
阜

水
産
物
商
業
協
同
組
合
理
事
長
浅
野
二
郎

．
蒲
旧
魚
商
業
協
同
組
令
理
事
長
鈴
木
俊

治

・
福
島
水
産
物
商
業
協
同
組
合
間
也
事
長

鈴
木
義

一
・
郡
山
海
産
物
商
業
協
同
組
合

理
事
長
渡
辺

一
一
了

い
わ
き
地
区
水
産
物

商
業

（協
）
理
事
長
田
中

－
介

・
白
河
地

区
海
産
物
商
業
（
協
）
理
事
長
人
伝
子
恒
弥

．
須
賀
川
水
産
物
商
業
（
協
）
理
事
長
阿
部

武
志

・
喜
多
地
方
水
産
物
小
売
商
業
（
協
）

理
事
長
青
山
陸
郎
・
相
馬
水
産
物
商
業

（協
）
理
事
長
武
者
富
士
口
・
本
宮
町
海
産

物
小
売
組
合
組
合
長
回
村
修
造

・
会
津
若

松
水
産
物
小
売
商
業
（
協
）
理
事
長
天
野

武
夫
・
東
京
魚
商
業
協
同
組
合
理
事
長
中

根
長
士
口
）

〔
三
月
〕

マ
宮
城

一
陽

（厳
父
宮
城
雄
太
郎

氏
香
典
返
し
）
マ
参
議
院
議
員
林
田
悠
紀

夫
募
金
箱
マ
全
水
振
興
株
式
会
社
代
表
取

締
役
西
村
清
俊
マ
根
室
地
区
漁
船
海
難
遺

児
を
は
げ
ま
す
会
会
長
照
井
二
郎

（
全
日

海
径
由
）
マ
古
場
秀
夫
（
子
息
病
気
見
舞

・
全
日
海
径
由
）
マ
日
本
水
産
株
式
会
社

マ
東
都
水
産
株
式
会
社
マ
報
国
水
産
株
式

会
社
マ
三
菱
信
託
銀
行
マ
築
地
魚
市
場
株

式
会
社
マ

三
愛
物
産
株
式
会
社
（
名
古
屋

ト

創

刊

》

門

V
ι
z
b
F
r
i
v
R
書
E
Kホ
ふ
品
川

A
R
U停止、，
d
v
ι
t
b
E
u
m造
是

初めての家庭訪問

育英会事務局

子洋沢メ入
口

桜
の
咲
き
に
お
う
春
、
新
入
学

・
進
級
さ

れ
胸
は
ず
ま
せ
て
通
学
さ
れ
て
る
み
な
さ
ん

そ
し
て
、
お
母
様
方
心
か
ら
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

三
月
の
声
を
耳
に
す
る
頃
、
本
会
で
は
台

帳
の
繋
理
が
始
ま
り
ま
す
。
卒
業
し
社
会
人

と
し
て

一
歩
を
踏
み
出
す
仲
間
達
、
高
校

・

大
学
を
め
ざ
す
仲
間
違
：
・
続
々
と
届
く
進
路

報
告
を
見
な
が
ら
、
育
英
会
の
仲
間
違
の
活

躍
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
故
近
で
す
。

今
年

一
月
下
旬
、
初
め
て
千
葉
県
銚
子
市

と
千
倉
の
漁
協
へ
出
張
し
ま
し
た
。
最
初
に

私
の
討
を
捕
え
た
の
は
、
太
平
洋
の
男
性
的

な
荒
々
し
い
波
で
し
た
。
今
ま
で
見
た
事
の

な
い
大
波
に
感
激
し
た
の
も
つ
か
の
間
・
：
地

元
の
方
に
、
そ
の
波
が
数
多
く
の
尊
い
生
命

を
奪
っ
た
の
だ
と
い
う
話
を
聞
き
、
海
の
秘

め
ら
れ
た
恐
し
さ
に
心
を
締
め
つ
け
ら
れ
る

思
い
で
し
た
。
ふ
と
、
仲
間
達
は
、
た
と
え

よ
う
の
な
い
怒
り
を
海
に
抱
き
な
が
ら
も
、

そ
の
海
を
自
の
前
に
し
て
毎
日
を
送
る
苦
し

さ
は
言
葉
に
な
し
得
な
い
と
思
、
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
あ
っ
た
家
族
の
皆
さ
ん
は
、

お
母
さ
ん
を
大
切
に
し
、
よ
く
お
手
伝
い
し

て
、
み
ん
な
で
力
を
合
せ
な
が
ら
毎
日
を
送

っ
て
お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。
漁
協
の
方
々

も
親
切
に
育
英
会
の
諸
手
続
き
の
指
導
を
し

て
下
さ
っ
た
り
、
婦
人
部
に
お
い
て
多
彩
な

行
事
を
催
し
て
下
さ
っ
た
り
、
漁
協
を
中
心

と
し
て
み
ん
な
が
互
い
の
事
を
思
い
や
っ
て

一
つ
に
な
っ
て
る
様
子
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

短
い
日
程
で
し
た
が
、
千
葉
の
皆
さ
ん
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
御
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
「
育

英
会
だ
よ
り
」
は
年
凹
回
発
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
家
族
の
様
チ
、
町
の
事
、
楽
し
か
っ

た
事
や
悩
ん
で
る
事
等
、
育
英
会
の
仲
間
達

で
「
育
英
会
だ
よ
り
」
を
利
用
し
て
語
り
合
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